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2023年あけましておめでとうございます。 

今年は「癸卯（みずのとう）」の年です。「癸」は雨や露、霧など、静かで温

かい大地を潤す恵みの水を表し、生命の終わりを意味するとともに、次の新た

な生命が成長し始めている状態を意味しています。「卯」は穏やかなうさぎの

様子から安全、温和の意味があります。また、うさぎのように跳ね上がるという

意味があり、卯年は何かを開始するのに縁起がよく、希望があふれ、景気回

復、好転するよい年になると言われています。私も勢いよく成長し飛躍できる

よう活動を続けてまいります。 

本年も変わらずご指導ご支援賜りますようお願い申し上げます。 

ふもと 理恵 

 

2022年 11月 29日から 12月 23日までの 25日間の日程で第四回市会定例会が開催されま

した。 

本定例会では、通常議案に加えて、物価高・原料高対策補正ならびに中期 4か年計画(2022-

2025)を審議する基本計画特別委員会が開催され、中学校給食の実現に向けた実施方式をはじめ、

市民生活に関わる重要施策について議論を交わし、ふもと理恵は、最終日に賛成討論に立ち締めくく

りました。 

 

子どもの貧困対策推進事業、出産・子育て応援事業 

子ども食堂や学習支援を行う運営団体へ 15,000円～50,000円の補助を行います。また、

妊娠届け出時と出産届け出時を通じて計１０万円の経済的支援や妊娠時から出産・子育てまで一貫した

伴奏型相談支援を行います。 

※詳しい内容をお知りになりたい場合はふもと理恵事務所までお問い合わせください。 

 

 

小児医療費中学 3年生まで完全無償化 

立憲民主党が、毎年予算要望し段階的に拡大してきた事業内容が、2023 年度中に所得制

限なしでスタートします。早期の事業スタートにむけて取り組む必要があります。神奈川県も助成

を拡大することが決まりました。県の助成増額分を見込みながらさらなる助成拡大についても検討

を始めていきます。 

 

 

 



 

令和 8年度から全員が食べられる中学校給食がスタートします。全員が食べられる中学校給食の実現

は横浜市の長年の課題でした。教育常任委員会でも各種実施方法(自校調理方式、親子方式、センター方

式、ミックス方式、デリバリー方式等)について議論を行い、デリバリー方式で全員に供給できる体制を確

保することを決定しました。今回実現に向けて大きな一歩を踏み出せたことは、会派としての成果である

と受け止めています。 

勉強会・視察・実食を重ねて！ 

この間、会派では実施方式の検討や、他都市・市内中学校の視察を行い全員で食べる給食について課

題の整理を行いました。また、実食を行い栄養・色どり・温かさ等について確認をいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

【横浜市】デリバリー方式   【他都市】自校調理方式   学校敷地内に給食室設置  緑園学園中学校給食 

※牛乳が付きます                ができるか検証  

モデル校を選定し検証へ！ 

令和 8年度に向けてスタートするにはたくさんの課題があります。立憲民主党会派が提案したモデル

校選定が行われることになりました。丁寧に検証を行い生徒が安心して食べられる給食の実現に向けて

全力で取り組みます。 

食育の推進を！ 

小中学校ブロックを基本とした食育推進ネットワークを作って食育を進めていが、まだまだ栄養

教諭の人数が足りず、全中学校でネットワークを作ることができていません。給食が全員喫食とな

るこの契機をチャンスと捉え、食育推進ネットワークを拡充し、小学校で蓄積されたノウハウを発

展させながら、中学校での食育を一層進めるよう取り組みます。 

市民限定！「レシ活 VALUE」1 月 1 日から再スタート 

今回の還元予算は 30億円で、予算上限に達し次第終了とな 

ります。飲食店やガソリンの利用以外のレシートが対象です。 

・１回の還元上限 ： ４００円（利用金額２千円）、 

・累計還元上限  ： １万２千円（利用金額６万円）。 

・1日の投稿上限 ： 1日 1枚(同一日付のレシートでも、 

投稿日が異なれば受付可能) 

初めて利用するには、専用アプリ「ＯＮＥ」から本人確認書類を提出する必要があります。 

問い合わせは市レシ活コールセンター【電話】０５０・１８０７・１５１０（自動応答）、 

またはふもと理恵事務所まで。 

 

  

 

 
  

 

 



 

物価の上昇が止まりません。原油高、原料高に加えて円安による影響が大きく、生活

に直結する食品や日用品の物価上昇が大きい一方、賃金の上昇はごくわずかなため、実

質賃金は下がり続け、市民の暮らしを圧迫しています。今後も、影響を受けている事業

者への直接給付施策の実施、収益力改善や事業再生を促す支援の継続拡充を要望しま

す。 

国は 4 月にこども家庭庁をスタートさせます。全国一律の子育て環境整備について

要望を強めていただきたいです。また、貧困家庭やひとり親家庭など困難な状況にある

ご家庭へのきめ細やかな支援を区役所等を通じて充実を図っていただきたく事をあわ

せて要望いたします。 

子育て支援の最前線である幼稚園保育所での、不適切保育や、通園バスや公園への置

き去り等の事件が報道されています。そこで働く方々のストレス・緊張の高まりを感じ

ます。命を預かるので精神的、肉体的に大変な仕事であることからより一層ストレスを

感じておられます。家庭とともに園施設や働く人々への支援も重要と考えます。人材確

保とともに、保育士の相談窓口設置の周知徹底・拡大などハードソフト両面での支援の

充実が必要と考えます。 

つぎに住民自治の充実について指摘をさせて頂きます。カジノ IR 誘致については、

住民投票によって市民の意思で決めるべきとの声を一蹴した林前市長による「住民投

票を実施することには意義を見出しがたい」とする住民投票条例案に付された意見、お

よび、議会による否決は、問題の根本であり、住民投票を否定された市民の落胆には計

り知れないものがありました。市民の声を聴こうとしない行政を変えたいとの市民の

切なる期待が、山中市長の誕生につながっています。このことを十分に踏まえて、カジ

ノＩＲ誘致撤回を実現した市民の努力と労苦にどうか思いをはせて頂き、的確に民意

に基づく市政が展開されるよう、常設型住民投票条例の制定など真の住民自治の充実

に向けた具体的な取り組みを今後明示していただくよう、強く要請を致します。 

私ども立憲民主党は、今後続くであろう原油高・物価高、コロナ感染拡大の喫緊の課

題について丁寧に市民、事業者の皆様の声を伺い、安心安全な生活と市内経済の回復の

ために、行政当局とも議論を重ねてまいります。そして、中期 4 か年計画の着実な実

行と将来の横浜を見据えた提言を続けていくことを申し述べて、討論を終わります。 

 

12月 23日の議会最終日に会派を代表して賛成討論にたちました。 

補正予算で景気対策コロナ対策に早急に取り組むことや、横浜市地球温暖

化対策実行計画、中期 4か年計画の着実な実行、住民自治の在り方について

述べました。（以下抜粋） 

※右QRコードから視聴することができます。 

 

 



 

  

横浜市会議員                

（泉区）   

【202２年度】 

常任委員会：こども青少年・教育委員会(委員長)                    

特別委員会：基地対策特別委員会 委員 

そ の 他：横浜市都市計画審議会 委員 

      立憲民主党神奈川県連合 幹事長代理 

会   派：副団長 
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ホームページも 

ご覧ください。 

１９５９年１月 大阪で生まれる 

１９７９年 小学校教員生活スタート 

 桂台小学校・中田小学校・深谷台小学校 

和泉小学校・緑園東小学校で勤務 

２０１０年 初当選を果たす 

２０２２年 現在四期目活動中！ 

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です！！ 

泉区バレーボール大会会長挨拶 木・金曜日駅頭活動 初冬の鎌倉歩き 

横浜消防ヘリから基地関係視察 泉区年賀式 健康な一年を願って 

 

 

 山中市長になり初の中期４か年計画が示され

議決されました。山中市長の選挙公約実現に向

けて動き出したともいえ、横浜が「子育てした

いまち、次世代を共にはぐくむまちヨコハマ」を

基本戦略に据えて歩みだすことは、おおいに評

価をします。 

まもなく 2023 年度の予算審議が始まりま

すが、着実に計画を実行するための予算をどう

組み立てるのか、しっかりと議論してまいりま

す。それに先立ち、中期計画の着実な実行を進

めるよう要望書を提出しました。 

 


